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　Table　1は定1凶三的ではある力皮1漢白濁の原因准或る樫　　沸点の高いもの追ご用いれば白濁の欣険が非llil・に少くな

灘弱かにしている。即ちアーヒトソ，氷酷酸の様な斯翻1i　る．更に麟欄気1卜・・酢戊した遡肱∫端芝もまだ弼蹴

気中で㈲二試料溶液i［・illc　S％の水分を含有していても得ら　　燥されない内に収り出すと麟レつて来るが，その原因も出

れた皮膜は透明である。Il乾燥中は良溶斉咽1でも2％の水　　　述の逝り氷解した，，然し皮膜が酸明であるから、i‘1激に蒸

分鮪試料潜液でE！’1く見えるカ／9，之は溶液中のアセト》・　発せしめて作つた皮膜《綴慢に蒸発せしめたものもそID

が先づ蒸発して水分の濃度が高くなる為で，水分もアセ　　1暁質ヵ1，？；’1　，，いとは響い得ない：弱勿論である。

トソと共に蒸発してしまうと透明の皮膜になる。然し軌　　　C2）延｛申にょる他方向への強伸麿の変化

燥巾の皮膜の白さは離「il点である氷西鞭気中の毒易合の　　…腿誕伸により延lrll方向の強脳びヤソグ率は延仲

方が薄い。ベソゾーノレの様な非潜剤気ll・1では例え献料溶　　　とij胎に増加し，伸度鳳一薙延伸倍孫の所に極大聴が存イii

液中に水分警無であつても真白な皮膜が得ら才しる。湿度　　　しそれ以後け：延伸1龍構の増加と典に次鵜に湖少の傾向㌃

66％の犠気‘－ll寧乞燥でも白い皮膜が得られる・之口訊詳液中　　　たどる。延仲方向以外の方1爵工に於ける・1≠li／1禍二；耳乏し℃如何

のアセトソの蒸発によつでその蒸猪1轍の為皮膜力轍冷　に変1ヒするだろうか。特・に灘1潔系纈llf…に於・α」二そのミ

しそとに水分が凝結するものと考えられる。IE：ヒの1，1：レa：一一・　　セル又獣分子の排列融余り良くする時猷，針金の様にな

度傳ら矛Lた透明な皮膜に硝子1餐の先でアセトソを落して　　　り譲軟憐翌鷺なくし脆くなつて繊稚として’の仙猷1凌～1》低下

糧とその部分縄ち醐す赫，抽・・の代りに氷　する蹴よく筋批腋ある。｝1．L・hn輔踊齢

酷酸を落したのでほ全然白濁しない・覇こより容易に分　　酸人細の膨潤剤！1・lrc仲爽験の結果より，分乎緋列繊がよ

る・即ち之はアセ1・ソの沸・点56°C，氷瀦酸のOijB点118eC　　　くなゐと切断強度は…蟹しく醐くなるが，伸度，繍節強度

水の沸点100°Cに隙因するものである。翼に溶剤の薫発　　榊111強度に蓑しく低下し，繊維鳳脆くなると締論してい

速度の影響を調べる為50°C，90りCの恒灘乾燥赫舞中で皮　　　る。

膜を作成したが，良潜剤気中の揚含と同様に，溶液中の水　　　先づアセトン町溶悔第2次酪酸繊維講（日鰹水偶：1二場

分が少い驕に瑚な蝋醐られた。　　　　製・ナリット荘217）蹴いで艇鰍膜湖離より
以上より劇難1濁の最大の原［iglは非瀞剤の存在であり　殆ど同一の強伸度を泳す購を確めた後，その50・SO・・mtS

実際問題としては察気巾の湿気が白泌罰の原［劃になる。一ヒ　　角皮膜を25°C，ヂォキサソ対水（t：1）中で砥伸し℃

述の様に予想された劇肋・1ぺ綿唱・に水・Dife・人す馴1：　種々の方向の蜘ll1慶を測定した。皮膜の摩さほ20μooo

及び試料1：iに不純物の存在する劉鳳本研究で欧考えられ　　　mrril“tt後であつた。廻に硝酸織維素1（大田本セルrtイド

ず，又溶液中の微量の水分レーX上述の様に白濁の原因たり　　製，漿素鑑10・9％，箪含度225）皮膜に就いてもrr謬様25°C，

得ない。急速な蒸発速度も極微の気孔を作つて皮膜を白　　アセトン対水（2：1）中で延伸して種々の方向の強伸度

濁せしめるのではなくで・舗な灘…｝：よる温度の邸　を証腱した。以上の測定結果をT・b1・2に激づ㌔巾の

が非溶剤を凝縮せしめて白｝蜀の原凶になるのであつて，　　広い皮膜の延伸に於てほ，巾の方向に著しく収縮を起L．

非溶剤が存在しなけれぱ皮1漠は白濁1ノない禦が分つた。　　　て延仲前俵の面積の変化ほ極めて少なく，延伸採殆ど巾

結周露気中の湿気力蛎蜥iしでアセトソ溶液中の酉・．酸繊維　の減少となつて現われてし・る。皮膜の端は延伸ll捧に岡鰻

素を沈澱せしめる事が白濁碗1咽である。従つて溶剤に　されてV・る故皮脚よ凹レソズ状をこなつて延伸される。

Table　2。　Th¢Changes　of　Mechanical　Propertles　of　Cel王u正osc　Acetate　Film　and　Cellulosc　Nitrate

Film　in　various　Directions　by　Stretching

Cellulose　Acetate（Swelling　Agcnts；Dioxan：Wa，　ter　＝　1：1，Temp。rature。f　Strctching；25諜C）

・・・…h・ng　at。粍謙鎚1〕
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Q
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B冒織、IE1・ng・・…

　　　　r
6・O　l　10・6
5・7@i　8・5
2・1　｝　　5・o

　　at　450　to　tho　Dircctio罰

　　　of　Stretching

｝噸轟，、iE1・ng・・…　

　　　6・o　…　10．6
　　　6．2　　　　1　　　　g．7

　　　4．2　　　　1　　　　6．9
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CdM鷹Nitrate（Swcll｛ng　Agents；Aceton　：Water・・2：1，Tt｝mpe蹴ur¢〔〕f　SしretGhin望；25℃）

Str幡tching
Dt｝μrcし，

　（Timし；s）

　　0
　　1．5

　　2

騰th］　Elongation櫓tl＿－F灘・tth・3Di観じ1・n　‘駈…闘摺欝繭欄．錨頚醐竃r　π　署耳ゴ讐蹴罰、漁1鉾置　　
　・fSt・・t・hi・9．，恥・cct三・n・f　St・ct・11i・g　．＿∫・f。量t・ゆi喚鍔　．一．

．t－．

@，一　．．一．－t．一、㏄。，・、tn．　　　　＿。，，h」

　　　11専9　　　　　　　20。9　　　　　　　11。9　　　　　　　20。9　　　　　　　11．9

　　　17．5　　　　　　　　　34。4　　　　、　　　　　10曹6　　　　　　　　　16．3　　　　　　　　　13．3

19・2　34・81　…　　8・・　　9・2

lllongation

20．9

24，6

13．8

Breaking　Strcngth（kglmm鷺），　Elonga，　tion（「〉で｝）

T・bl・2より延r申方向vこ曲：角な茄1に於てほ一耀，liit’　　皮膿魔でrilする［胎，皮膜翻sru…と可塑性？，tf）i・せ￥fす

り強1中度共糊バ低下1．，2随i伸迄1：1；回、かく，それ　　凋描：状瀞磁馴1がlfわれゐ。　i、撚姻lllに於℃は111披‘！）

以上延伸した試料で臨殆ど蜘巾度の1職遣カミ不町能な闘漁　　　上昇と：Jl　er．．次漉に桝馴iを」喋身し，更に温度が上昇すると之

く，又2倍以上の倍率の延lll咽こ非常に園難｝こ．なる。硝捜　　　に可塑悌な交え止ヒの様な状韻で延仰さ牙Lる。従つて延伸

繊鰍醐飾蹴矧1鋼こ於で，かか瓠卿1脚　によつて糸状分捌・圃姻すと嚇レひ加セ紛初
の所で延flf！により顕｛堕こ増加寸るのであるが，延flll方陶　　　熱運助の為弛緩の起る11：も当然で膨る。又膨醐延伸でほ

に礁角方向では延lillにより顕著に減少している。延llll方　　　延伸により糸状分子が1非劃龍超し皮膜より膨潤割がし唇ζ

殉に45’をなす方向の強順魁噛：いずれの材料でも，延lil！　　　り出さ才Lるが，…方ノ」．膜への膨潤剤の拡散浸透1こ．より分

方陶とそれに蝦角な方・ドr1との強1串度の丁酸弓1闇の丘鯉ヒ示　　　子の無喜非列1ヒ乃一1ミ弛緩も行われる。従つて噛延伸滋三度が延

している。即ち縮齪繊維素で隙強1費ぱ1・5倍の所に楓大　　　ftil皮膜の性”ぼに相翼、1影響な4えるであろう禦が想像され

舗を禽する様になわ伸度ぽ延伸と共に滅少し，硝艘繊維　　　る。最も鮪」｝iには切断の起らない範囲内で鳳延伸㍊1度が

素では強伸度共1・5倍の所に棚大轍を搏つ℃いる。　糸状　　　大になる縄延伸効果が：層こなると想像されるが，築際をこ

分子よりなる之等の繊維繋誘i專体皮膜な膨潤剤巾で麺伸　　　は左麗簡磁で1まなく，麺f巾の際の分苧排列の鮪理を時間

を行う特昧，屈曲の多い分子はタ！伸ばされつつその方肉　　　的な後れの間に婆鑓な劇ll列にするf’￥が脊われあものの様

に排列し，一糠k分子間の滑りMび階晶化も趨つて安遣　　　である。従つてある延1申鎌件に対し℃竣適の延伸速度が

な構造に変化する。従つて婬伸方向と庶角の単1立断面　　　存在する購となる。　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く3）
を通過する糸状分子i数｝家増加して強度隠延伸と共に増加　　　　延lll1の方法は延伸器を用し・乎働で7・クリ溝甲を遡転し

し，延伸と颪角方向1：於ては単位断酊積当りの糸状分乎　　　て行つている為，延伸速慶を厳轡に一驚にして爽原灸を行

数は顕著に減少する為強度も減少し，延伸と45°方向で　　　う鋭歌不可能であるが，上述の硝酸繊維紫に就いて極端

憶その巾間にあると定性酌に考える禦が出来る。伸度に　　　に延イ申速度を変化せしめて，延伸連度が延伸物の強伸度

就いても，延伸方向で延伸により伸度の増加するのは，　　及びヤング率に及ぼす影騨を検認した。現在蓬延1申爽験

無延伸皮膜は糸状分子の屈曲度最大の状態にあるが，測　　　に於て獣標準速度としで，原蔓10mmに対して1mmlsec

耀度20°Cで闘曲醐びて鍍力1充脳る前醐断　を欄し錬たカ£）5㎜！sec汲びO，2rnmisec，0．05
してしーまうに反し，或襟度延仲して分乎の1非列がよくな　　mmlsecの3種に就いて3倍延1申せる皮膜の機1汎馳1距質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
つた皮膜で猷分子相互閥の藻引力が分子の屈曲を充分伸　　　を測定した。その麟果をTable　3に示す。

ぱし鶴だげ鋤になつて熔な1椴蛎すものと翫　　延髄脚㎜1sec　ll櫛こ於て｝誕伸速度の榊度
られるのであつて，上の強度の蹴と思い合わすとTable　　及びヤソグ率に及ぼす影響は予想外に小さい欝が本表よ

2の値は首肯出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　り分る。

　以上延伸方向以外の強伸度を測定したが，巾の広い皮　　　　切断強度に就いては膨潤剤の膨澗塞の大ぎい時は延伸

膜の延伸では凹レンズ状に著しく巾の収縮を来して，皮　　　速度のffTい程強度も大きくなつでいるが，一般に最高強

膜の部分部分による不均～性等の為に測定結果の再現性　　度を示す延伸速度が夫々の膨潤剤に就いて序在する様で

が不良となり，更に延1巾自体も低延伸以外極めて困難で　　　ある。アセトソ対水（5：2）の場台の0．05！、1m／secでは

あるので，此の実験は此の程度で中止した。　　　　　　　皮膜が延伸の途中でたるんで，膨潤fl皆による弛緩が延伸

　（・？）延伸速度の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　による分子の劃i列化に打勝つ1｝：を；j’；していた。伸度1こ就
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Table　3．　Effects　of　Stretching　Speed　on　thc　Mcchanical　Properties　of　tl、e

stretchcd　Film　of　Cellulosc：NitI・atc

　　　　　　　　　　　　　　　　（3「．1”imes　St1℃tcllcd　Film）

酬1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猟輔　

Stretching

Speed

（mm／sec）

5

1

0，2

0，05

Compositioll　of　Swelling　Agents（Acet⑪n：Water）

5　：　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　：　1

Brcaking

　Strength

工9．2

18．7

17．2

13．5

Elongatian

30．4

35．0

40．6

37．9

Y（，uug，　s　　　　王ヨroaking

　Modulu＄　　　　s　tvengrth

336

3．18

302

2‘T3

19．6

20．2

19．5

18．1

1／slongation

29．8

33．‘．｝

35．4

38，6

Youngv，　s
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Breaking　Stren郎h（k9／mm2），　El。：・k・：・ti・n（％），　Y。ung’sM（》dしdus（lcgtrnm’a）

いて¶も鰻高伸度な承す延ρ11速度が俘在するが，最il；冠強度　　　　（・1．）桃田：化繊溝演集，節7輯．・127　（暇17）

を示す延．1申速度と欧「一致しない。ヤソグ率鳳強度と平行　　　　　　　　　　　Summary

l／［勺をこ変でヒし．c：し、るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　「1”he　niechanical　pr（，pcrtics　Qf　str¢tched　collulose

　以上延伸連度の強伸度及びヤソグ率に畳ぼす影響｝「；；：極　　　鉢cetate　films　and．串trotchcd　cellulose　nitrat¢　filniS

端な延伸速度を除けば予想外1ご，小さく，手働式で延伸靴　　　in　varioug　clirectlon　tQ　stretehing，　thc　cause　of

行う場禽の延伸速度の不同より来る誕謝洩趨㈱こ入れな　　whitening　in　lnalcintsv　films，　and　cffects　of　stretch一

くてよい獅鞘められた・　　　、　　　　ing・p・cd・n　the　paeghani・・1・pr・P・rtie・。f　th。9・・tre－一

　　　　　　　　　　総　　　　括　　　　　　　　　　　　　　tched　films　wcre　exami肥d．　　　，

　酷酸繊維i素及び硝酸椴維素を議℃料として「，．皮膜作成の　　　The　following　were　the　observation『：

際の自濁の原因，延伸方両以外の方陶に於ける強仲度の　　　　（O　The　causc　of　whi，teninsv　in　making　films　was

延tEilUこよる変化，及び延伸速1麺機轍勺性隙こ及ぼすli杉　・x｛・t・n・・。f．　n。n・。1・。nt，　i．・．　P・acti・ally　m。i’・tu－一

響を調べたoその結果：コ）．曳膜白濁の原因ほ非｝容剤の存在　　　　r馬

即ち異「験にぽ塞中の湿気である。（2）延｝lll方向に直角方向　　　　（2）．The　mechanical　propertics　of　the　films　at

の強伸度は延伸により顕薪に低下し，それに45」の方向の　　right　anglcs　to　thc　direction　of　stretching　wcre　de一

強伸度は延fEll方尚とそれに直蘭方向の強伸度の丁度中閥　　　graded　re即arkably　by　stretching，　and　th◎se　at　4S　・」

の臆を示す。③延1巾速度の機蘭1内性質に及ぼす影網1は極　　　tq　thc　directi。n。f　sしretchin望sh。wed　iqt。rmediate

端な場含を除けば予想外に小さく，　・PtC　・eeの膨潤剤に就い　　values　bctween　those　at　the　direction　of　stretching

て最高強度最高fFl疲を示す延伸速度が腿4に存在する。　　and　those　at　ris・ht　anglcs　t。　it．

　本研究に御指導賜つた1桜EEI教擾をこ厚く感訪｝の意をi覆す　　　　（8）The　effects　of　stretching　speed　on　tho㎜cc一

る・　．　　　　　　　　　　　　　　　hapical　pr。perties　wcre　unex　pectedly　very　b’rnall　ex＋一・

　　　　　　　　　　丈献　、　cept　in　th。　casc　of　cxtrcrne　stretching・　speed．
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　（2）H，．Lohmann；Angcw。　Chcm，，「）3，107（1940）
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